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燃料電池エネルギー有効利用システムの調査研究
＜電カ・熱併給の可能性＞

総合技術研究所

＜票旨＞ 燃料電池発電ジステムは， 発電効率および排熱温度が高いため， 電カ・熱併給ジステムが注目

されている。地域熱供給を行っている岡崎エネルギー 供給公社をモデルにして， このジステムの省エネル

ギー性および経済性を評価した。 その結果， 省エネルギー性は， 従来 ジ ス テ ム に比ぺて 6~29％低減で

き， 経済性は， 燃料電池の利用率が60％以上の場合にメリットのあることが分かった。

1 目 的

電力と熱需要のモデルパク ー ンに適した燃料電

池(FCと略す）の運転方式と その省エネルギー

性および経済性等を検討する。

2 電力と熱需要モデル

岡崎 エ ネ ル ギ ー 供給公社は， 熱供給地域（延

139,000m2 )内のジョッピングセンク ・ホテル・

集合住宅等へ温・ 冷熱の供給を行っている。温熱

は， 170℃ •7kg/cm2 の蒸気を16 t / h,冷熱は，

7 ℃の冷水を1,680 t /hそれぞれ供給している。

この地域の年間消費量は， 電力が20.2x 1びkWh

( 17. 4 X 109kcal)， 温・冷熱が 7. 5 X 109kcalで

あり， 電力消費量が圧倒的に多い。

消費量の変動幅は， 温熱が最も大きい。

3 システムと省エネルギー性

この地域の電力と熱の消費量が大きく異なって

いるため， FCのシステムは， 第1 表に示すよう

に5種類の運転パク ー ンを設定し， それぞれに応

じたFCの容量とした。

省エネルギ一性の評価は，FCによる電カ・熱併

給ジステムの エネJレギー 消費量をE1とし， 従来

ジステムのエネルギー 消費量 をEbとした場合，

1- (E1/Eb)をエネルギー 消費低減率で表し，

結果を第1表に示す。

FCの発電効率は， 利用率に関係なく各パク ー

ンとも4 0-42％であって， 火力発電の効率に比べ

て数％高くなっている。

また， このジステムの一次換算エネルギー 消費

量は， 6～29％低減できることが分かった。

4 経済性について

経済性の評価は， FC建設費や寿命など不確定

要素が多いが， 試算によるとFC建設費が20万円

/ kWの場合， 発電単価は， 第1図に示す よ うに

第1表 運転パタ ーンと省エネルギー性評価

運転 ①筵力 ②熱 ③ペース ④ピー ク ⑤昼夜
ハクーン 品要追従 凋要追従 電力供給 虚11供給 分割

小
＇，し力、 糸玩 必要 多く必要 ベース分 沿千必要

足
匁‘II 熱ホイラ ，

1 必要 多く必要 必要 t干必要
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第1図 FC利用率と発電単価

FCの利用率によって変わり， 電力原価が20円／

kWhと仮定すると， 利用率が 60％ 以上の場合に

経済性がある。

FC利用率が60％以上の運転パク ー ンは， ベー

ス電力供給運転のみであり， 利用率の向上策を検

討する必要がある。

5 あとがき

FC発電システムは， 従来ジステムよりも省エ

ネルギー 性が向上できることが分かったが， 実用

化までには， FC建設費の低減， 電力と熱需要パ

タ ー ンのマッチング， 蓄熱槽の併用による利用率

の向上等を検討する必要がある。

（化学研究室）
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